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(57)【要約】
【課題】新聞紙面を記事単位で差し替えるための装置を
提供する。
【解決手段】本社システム１０から送られてくる新聞紙
面のレイアウトデータ５２には、レイアウトする各基本
記事５０が差替可能であるか否かを示す情報が含まれる
。差替処理部３０は、レイアウトデータ５２に差替可能
と規定された基本記事については、その記事の代わりに
、差替記事データベース２６に保持された差替候補記事
のうち、優先度が高く、かつその基本記事と分量が近い
ものを割り付ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替可能か否かを表す情報と
、を含む配置情報を記憶する配置情報記憶部と、
　差替候補原稿を記憶した差替候補記憶部と、
　前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に対し、前記差替候補記憶部
に記憶された差替候補原稿を割り付けることにより、差替版の紙面を生成する差替版生成
部と、
　前記差替版生成部が生成した差替版の紙面を印刷する印刷部と、
　を備える編集印刷システム。
【請求項２】
　前記配置情報記憶部が記憶する前記配置情報は、更に前記各基本原稿の配置領域が変更
可能か否かを表す情報を含み、
　前記差替版生成部は、前記配置領域が変更可能と規定された各基本原稿の配置領域を合
わせた再配置可能領域に対し、前記配置領域が変更可能且つ差替不可と規定された各基本
原稿と、前記差替候補記憶部中から選ばれた１以上の差替候補原稿と、を配置することに
より前記差替版の紙面を生成する、
　ことを特徴とする請求項１記載の編集印刷システム。
【請求項３】
　前記紙面の各部分領域の優先順位を規定する順位情報を記憶する順位情報記憶部を更に
備え、
　前記配置情報記憶部が記憶する前記配置情報は、更に前記各基本原稿の優先度を示す情
報を含み、
　前記差替候補記憶部は、前記各差替候補原稿の優先度を示す情報を更に記憶し、
　前記差替版生成部は、差替不可と規定された基本原稿はすべて割り付けるという条件の
下で、前記順位情報に従って前記再配置可能領域中の優先順位が高い部分領域から順に、
前記配置領域が変更可能且つ差替不可と規定された各基本原稿及び前記差替候補原稿のう
ち、優先度が高いものから順に割り付けることにより、前記差替版の紙面を生成する、
　ことを特徴とする請求項２記載の編集印刷システム。
【請求項４】
　各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替可能か否かを表す情報と
、を含む配置情報を記憶する配置情報記憶部と、
　差替候補原稿を記憶した差替候補記憶部と、
　前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に対し、前記差替候補記憶部
に記憶された差替候補原稿を割り付けることにより、差替版の紙面を生成する差替版生成
部と、
　を備える編集システム。
【請求項５】
　各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替可能か否かを表す情報と
、を含む配置情報を記憶するステップと、
　差替候補原稿を記憶するステップと、
　前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に対し、記憶した差替候補原
稿を割り付けることにより、差替版の紙面を生成するステップと、
　生成された差替版の紙面を印刷部に印刷させるステップと、
　をコンピュータに実行させるための編集印刷プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、編集システム、編集印刷システム及び編集印刷プログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、新聞等の印刷物製作の自動化が進んでいる。新聞の製作では、例えば本社または
支社にて編集した紙面のデータを印刷所に電送し、印刷所でそのデータを印刷している。
また、記事のレイアウトを支援する組版システムも知られている。ユーザが組版システム
を操作して各記事や写真、図版のレイアウトを決定すると、そのレイアウトを示すレイア
ウトデータが出力される。組版システムは、レイアウトデータに従って記事や写真のデー
タを組版することで、新聞紙面のデータを生成する。
【０００３】
　特許文献１に示されるシステムでは、記事や広告等の掲載情報を、新聞を構成する複数
枚の紙面のそれぞれに対応してレイアウトした電子化紙面のデータの集合として電子化新
聞を構成し、電子化新聞配信システムにより通信経路を介して読者側の電子化新聞受信装
置に配信する。電子化新聞配信システムには、電子化紙面を構成する複数の電子化紙面の
紙面データベースを設け、紙面データベースから複数の所定の電子化紙面を抽出し、それ
らを組み合わせることにより、複数の電子化紙面の構成が異なる複数の種類の電子化新聞
を構成する。
【０００４】
　また特許文献２には、顧客が希望したコンテンツを、その場で紙媒体に印刷部物として
の体裁を整えた形で印刷出力する装置が示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－０７８７５３号公報
【特許文献２】特開２００３－２４２３８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、本社等の製作拠点で作成された紙面データを各地方の支社等に送信し、そこ
で印刷配布する枠組みにおいて、紙面の内容の一部を独自の内容に差し替えたい場合があ
るが、独自の記事を掲載する専用のページが設けられる場合が一般的である。
【０００７】
　本発明は、印刷物の共通の紙面ページのうちの一部の記事や広告等の原稿を原稿単位で
差し替えるための装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に係る発明は、各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替
可能か否かを表す情報と、を含む配置情報を記憶する配置情報記憶部と、差替候補原稿を
記憶した差替候補記憶部と、前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に
対し、前記差替候補記憶部に記憶された差替候補原稿を割り付けることにより、差替版の
紙面を生成する差替版生成部と、前記差替版生成部が生成した差替版の紙面を印刷する印
刷部と、を備える編集印刷システムである。
【０００９】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、前記配置情報記憶部が記憶する
前記配置情報は、更に前記各基本原稿の配置領域が変更可能か否かを表す情報を含み、前
記差替版生成部は、前記配置領域が変更可能と規定された各基本原稿の配置領域を合わせ
た再配置可能領域に対し、前記配置領域が変更可能且つ差替不可と規定された各基本原稿
と、前記差替候補記憶部中から選ばれた１以上の差替候補原稿と、を配置することにより
前記差替版の紙面を生成する、ことを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に係る発明は、請求項２に係る発明において、前記紙面の各部分領域の優先順
位を規定する順位情報を記憶する順位情報記憶部を更に備え、前記配置情報記憶部が記憶
する前記配置情報は、更に前記各基本原稿の優先度を示す情報を含み、前記差替候補記憶
部は、前記各差替候補原稿の優先度を示す情報を更に記憶し、前記差替版生成部は、差替
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不可と規定された基本原稿はすべて割り付けるという条件の下で、前記順位情報に従って
前記再配置可能領域中の優先順位が高い部分領域から順に、前記配置領域が変更可能且つ
差替不可と規定された各基本原稿及び前記差替候補原稿のうち、優先度が高いものから順
に割り付けることにより、前記差替版の紙面を生成する、ことを特徴とする。
【００１１】
　請求項４に係る発明は、各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替
可能か否かを表す情報と、を含む配置情報を記憶する配置情報記憶部と、差替候補原稿を
記憶した差替候補記憶部と、前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に
対し、前記差替候補記憶部に記憶された差替候補原稿を割り付けることにより、差替版の
紙面を生成する差替版生成部と、を備える編集システムを提供する。
【００１２】
　請求項５に係る発明は、各基本原稿の紙面上での配置領域の情報と、各基本原稿が差替
可能か否かを表す情報と、を含む配置情報を記憶するステップと、差替候補原稿を記憶す
るステップと、前記配置情報に差替可能と規定された基本原稿の配置領域に対し、記憶し
た差替候補原稿を割り付けることにより、差替版の紙面を生成するステップと、生成され
た差替版の紙面を印刷部に印刷させるステップと、をコンピュータに実行させるためのプ
ログラム、を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１又は５に係る発明によれば、与えられた配置情報が規定する紙面のうち、差替
可能な基本原稿を、当該印刷物製作システムが記憶する差替候補原稿に差し替えるので、
紙面の一部の基本原稿を差替候補原稿に差し替えた印刷物を製作することができる。
【００１４】
　請求項２に係る発明によれば、差替可能な基本原稿を差替候補原稿と差し替えつつも、
その差替候補原稿の配置を、配置領域を変更可能かつ差替不可の基本原稿の配置領域も考
慮に入れて求めるので、本構成を有していない場合に比較して、より柔軟に原稿の差し替
えを行うことが出来る。
【００１５】
　請求項３に係る発明によれば、再配置可能領域において優先順位の高い部分領域ほど、
優先度の高い原稿を割り付けるので、本構成を有していない場合に比較して、設定された
優先順位に従った原稿の差し替えを行うことが出来る。
【００１６】
　請求項４に係る発明によれば、与えられた配置情報が規定する紙面のうち、差替可能な
基本原稿を、当該印刷物製作システムが記憶する差替候補原稿に差し替えるので、紙面の
一部の原稿を差し替える編集ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　実施形態では、典型的な印刷物として新聞を製作するシステムを例に説明する。ただし
、以下の説明から明らかなように、この実施形態のシステムが新聞以外の印刷物を製作す
る場合にも適用可能である。
【００１８】
　この実施形態の新聞制作システムは、本社システム１０と支社システム２０を含む。本
社システム１０は、新聞社本社に設けられた新聞編集用のシステムである。本社の編集部
員等が、このシステムを用いて新聞を編集する。編集結果の新聞紙面データには、新聞紙
面に配置される各記事のデータと、それら記事のレイアウトを示すデータとが含まれる。
以下、本社システム１０の編集結果の紙面にレイアウト（配置）された記事を基本記事と
呼ぶ。本社システム１０が生成する新聞紙面データは、１以上の基本記事のデータ５０と
、紙面各ページのレイアウトを規定したレイアウトデータ５２とから構成される。
【００１９】
　図２に記事データの一例を示す。この例の記事データはＸＭＬ(eXtensible Markup Lan
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guage)を用いて記述されている。この例では、"Item"要素が１つの記事を表す。"Item"要
素内の"Type"要素は、テキスト、写真画像、図版などといった、記事の外形的な種別を表
す。"Category"要素は、記事の内容が属するカテゴリを表す。このカテゴリの情報は、当
該記事が、社会面、生活面、スポーツ面などといったページのいずれにレイアウトされる
かを判定するのに用いることができる。"Priority"要素はその記事に与えられた優先度を
表す。優先度は例えば正の整数値で表現することができ、例えば優先度が高いほどその値
が大きくなる。"Date"要素は、当該記事の有効期限日を表す。この日以降は当該記事は無
効となる。なお、このように有効期限日を表す要素の代わりに、有効期間の開始日時と終
了日時を表す要素を組み込んでもよい。"Font"要素は、当該記事のテキスト文字列のフォ
ントを指定する要素である。記事の種別がテキストである場合、この要素にてフォントを
指定することができる。"CharCount"要素は、当該記事のテキスト文字数を表す要素であ
り、当該記事がテキストである場合に記事データ内に組み込まれる。"Content"要素は、
当該記事の記事内容を表す要素である。例えば、記事の種別がテキストであれば、この要
素内にはテキスト文字列が含まれる。
【００２０】
　図３にレイアウトデータの一例を示す。この例では、レイアウトデータはＸＭＬで記述
されている。"PageInfo"要素は新聞紙面のページを定義する情報である。この例では、そ
の要素にはページの幅と高さが記述されている。この要素の後ろに、新聞を構成する各ペ
ージを規定する"Page"要素群が続く。"Page"要素のタグ内の"No"属性は、ページ番号を表
す。"Page"要素内の"Category"要素は、当該ページの内容的なカテゴリを表す。例えば、
社会面やスポーツ面などといったカテゴリがある。"Item"要素は、当該ページにレイアウ
トする１つの記事を規定する。"Item"要素のタグ内の"No"属性は、当該ページ内での記事
の識別番号を表す。"Page"要素内には、０個以上の"Item"要素が含まれる。
【００２１】
　"Item"要素内の"layout"要素は、ページ内で当該記事が配置される領域の位置、形状を
表す。この要素には、例えば、当該記事の配置領域の外形形状を表すベクトルデータなど
が記述される。"ItemFile"要素は、当該記事のデータファイルを特定する情報を含む。図
示例では、"ItemFile"要素には、上述の記事データのファイル名が記述されている。
【００２２】
　"LayoutChange"要素は、当該記事の配置領域が変更可能であるか否かを表す。すなわち
、この要素は、当該記事の配置領域を"layout"要素に規定された領域以外の領域に変更し
てよいか否かを表す。"ItemChange"要素は、当該記事を別の記事に差し替えてよいか否か
を表す。いずれも、変更または差替が可能ならば値が"OK"となり、不可ならば"NG"となる
。
【００２３】
　なお、以上に例示した記事データ及びレイアウトデータの記述方式はあくまで一例に過
ぎない。この他にもＮｅｗｓＭＬ（ＸＭＬをベースとしたニュース管理用のフォーマット
）や、他の記述形式を用いてもよい。
【００２４】
　再び図１に戻り、本社システム１０は、各基本記事の記事データ５０と、レイアウトデ
ータ５２とを含んだ新聞紙面情報を、インターネットまたは専用線などのデータ通信回線
を介して支社システム２０へと送信する。
【００２５】
　支社システム２０では、紙面情報受信部２２がその新聞紙面情報を受信し、基本紙面情
報記憶部２４に格納する。または、支社システム２０は、差替記事データベース２６を備
える。差替記事データベース２６は、本社システム１０から送られてきた紙面の記事に対
して差し替える記事の候補（差替候補記事と呼ぶ）を記憶したデータベースである。例え
ば支社の部員は、作成した差替候補記事を、差替記事データベース２６に登録しておく。
差替候補記事は、例えば当該支社の担当する地方特有の記事や広告などである。差替候補
記事のデータは、図２に例示したものと同様の形式のものであるが、"LayoutChange"要素
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及び"ItemChange"要素は含まない。
【００２６】
　差替処理部３０は、基本紙面情報記憶部２４に記憶されている本社システム１０が作成
した新聞紙面データの一部の記事を、差替候補記事に差し替えるための処理を行う。この
処理の手順を図４に例示する。
【００２７】
　例示の手順は、ユーザが差替処理を指示すると開始される。この指示に応じ、差替処理
部３０は、ページごとにステップＳ１１～Ｓ１６の処理を実行する。各ページについての
処理では、差替処理部３０は、まず基本紙面情報記憶部２４に記憶されたレイアウトデー
タ５２から、当該ページについてのレイアウト情報（図３の例では、当該ページを表す"p
age"要素の情報）を取得する（Ｓ１１）。このとき、取得したレイアウト情報に基づき当
該ページの内容のカテゴリを判定する。ページの内容のカテゴリは、図３の例では、"Cat
egory"要素の値に基づき判定できる。
【００２８】
　次に差替処理部３０は、当該ページ内の各基本記事（"Item"要素）の"LayoutChange"要
素及び"ItemChange"要素を調べることで、差替可能かつ配置変更不可の基本記事を特定す
る（Ｓ１２）。このような基本記事が見つかれば、その基本記事を差替候補記事と差し替
える。この場合、差替記事データベース２６中の差替候補記事のうち、当該ページの内容
のカテゴリに適合するものの中から、優先度が高く、当該基本記事と分量の点で近い差替
候補記事を選択する（Ｓ１３）。この選択には、例えば、優先度と記事の文字数をパラメ
ータとする評価関数を用いればよい。評価関数は、優先度が高く、記事分量が当該機本記
事に近いほど高いスコアを出力するものであればよい。
【００２９】
　また、差替処理部３０は、当該ページ内の各基本記事の"LayoutChange"要素及び"ItemC
hange"要素に基づき、差替不可かつ配置変更可能な基本記事を特定する（Ｓ１４）。差替
処理部３０は、更に差替可能かつ配置変更可能な基本記事を特定し、差替可能または不可
によらず配置変更が可能な記事の配置領域の集まりを、再配置可能領域として求める（Ｓ
１５）。
【００３０】
　例えば、図５に示す例では、差替不可かつ配置変更不可の基本記事については、そのま
まその記事が、レイアウト情報に指定された配置領域に配置される。紙面１００のうち、
そのような基本記事の配置領域の集まりが、図５では領域１１０として示される。また、
差替可能かつ配置変更不可の基本記事の配置領域の集まりが領域１２０として表示される
。この領域１２０には、基本記事の代わりに、差替候補記事が配置される。そして、配置
変更可能な基本記事の配置領域の集まりが、再配置可能領域１３０である。
【００３１】
　差替処理部３０は、その再配置可能領域に対し、差替不可かつ配置変更可能な基本記事
と、差替候補記事とを割り付ける。この割付は、当該ページ内の差替不可かつ配置変更可
能な基本記事はすべて割り付けるという条件と、優先度が高い記事ほど紙面上で優先順位
の高い位置に領域されるという条件の両方を満足するように実行する。紙面上の各部分領
域の優先順位は、例えば図６に示すように、紙面の右上隅が最高で、そこから左下隅に向
かってラスタ走査順序で順位が低くなっていくという規則に従って決められる。もちろん
、このような順位付けの規則は一例に過ぎない。
【００３２】
　ステップＳ１６の割付処理は、例えば、当該ページ内の差替不可かつ配置変更可能な各
基本記事を、まず優先度の高い順に、紙面上の優先順位の高い部分領域から割り付けてい
き、それら基本記事をすべて割り付けた後に残った残余領域に対し、当該ページのカテゴ
リに合致する差替候補記事を優先度の高い順に割り付ければよい。この場合、残余領域に
割り付ける差替候補記事の優先度が高いほどスコアが高く、割付後の余白が少なくないほ
どスコアが高くなる評価関数を用いて、様々な差替候補記事の組み合わせのスコアを求め
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、スコアが最高となる組み合わせの差替候補記事を割り付ければよい。
【００３３】
　以上に例示したステップＳ１６の割付処理の手順はあくまで一例に過ぎない。この代わ
りに、例えば、基本記事も差替候補記事の一律にランダムで割り付け、その割付結果を評
価関数に基づき評価することで、最良の評価となるレイアウトを求めてもよい。評価関数
は、例えば、その割付結果に対して優先度が高い記事ほど紙面上の優先順位の高い部分領
域から割り付けられるという条件から見た評価と、差替不可かつ配置変更可能な各基本記
事はすべて割り付けられるという条件から見た評価と、最終的な割付結果における余白の
量から見た評価と、を総合的に判定できるものを用いればよい。
【００３４】
　なお、以上のように差替処理部３０が自動的に求めた差替結果の紙面を画面表示し、そ
の紙面でよいか否かの確認を支社のユーザに求めてもよい。その紙面で問題ありとの評価
結果をそのユーザが入力した場合は、差替処理部３０は別の差替パターンを求める。
【００３５】
　以上の手順において、ステップＳ１２及びＳ１３の組と、ステップＳ１４～Ｓ１６の組
は、相互に依存性がないので、いずれを先に実行してもよく、また並列実行してもよい。
【００３６】
　以上のようにして記事差替も含めた紙面のレイアウトが完了すると、差替処理部３０は
、そのレイアウトに従って各記事を紙面に流し込み、例えばＰＤＦ(Portable Document F
ormat)などの所定のファイル形式の紙面画像データを生成する。印刷装置３２は、この紙
面画像データを用紙に印刷する。
【００３７】
　以上示した例では、差替可能かつ配置領域変更不可という記事の存在を想定したが、差
替可能であれば配置領域も必ず変更可能と見なす方式もあり得る。この場合図４の手順の
うちステップＳ１２及びＳ１３は不要であり、ステップＳ１５で、差替可能な記事及び配
置変更可能な記事の配置領域の集まりを、再配置可能領域として求めればよい。
【００３８】
　次に、図７を参照して変形例を説明する。この変形例は、図１に例示した実施形態に対
して、差替結果確認部３４を追加したものである。差替結果確認部３４は、差替処理部３
０が行った記事差替の結果の紙面を本社側に通知し、本社側からの確認を求めるための処
理を行う。
【００３９】
　１つの例では、差替結果確認部３４は、差替処理部３０から差替結果の紙面画像データ
を受け取り、その紙面画像データを電子メールに添付して、本社の確認担当者に対してそ
の電子メールを送信する。確認担当者の電子メールアドレスは、あらかじめ本社システム
１０に登録しておけばよい。ここで、紙面画像データの解像度を落としてから電子メール
に添付してもよい。また、この電子メールには、差替結果確認部３４が提供する承認操作
用のＷｅｂページのＵＲＬを組み込んでおく。本社の確認担当者は、電子メールに添付さ
れた紙面画像データを見て問題がなければ、そのＵＲＬを用いて確認操作用のＷｅｂペー
ジにアクセスし、そのページ上の確認ボタンを押下すればよい。確認ボタンが押下される
までは、差替処理部３０は、その紙面画像データを印刷装置３２に供給しない。受け取っ
た紙面画像が許可できない場合、確認担当者は、そのＷｅｂページ上の不許可ボタンを押
下すればよい。不許可ボタンが押下されると、差替処理部３０は、差替結果が承認されな
かった場合、その旨を支社システム２０の表示画面に表示し、別の差替パターンを求める
ようにしてもよい。
【００４０】
　なお、以上の例では、差替結果の紙面画像データを電子メールで本社の担当者に送信し
たが、この代わりに、差替結果確認部３４が、その紙面画像データと確認操作用のボタン
を含んだＷｅｂページを生成し、そのＷｅｂページのＵＲＬを本社の担当者に送信しても
よい。



(8) JP 2008-181426 A 2008.8.7

10

20

【００４１】
　以上に例示した支社システム２０のうち印刷装置３２を除く各部は、典型的には、汎用
のコンピュータにて上述の各部の機能又は処理内容を記述したプログラムを実行すること
により実現される。コンピュータは、例えば、ハードウエアとして、マイクロプロセッサ
などのＣＰＵ（中央演算装置）６０、ランダムアクセスメモリ等のメモリ（一次記憶）６
２、各種Ｉ／Ｏ（入出力）インタフェース６４等がバス６６を介して接続された回路構成
を有する。また、そのバスに対し、例えばＩ／Ｏインタフェース６４経由で、ハードディ
スクドライブ６８やＣＤやＤＶＤに対する読み取り及び／又は書き込みのためのディスク
ドライブ７０、フラッシュメモリなどの各種規格の可搬型の不揮発性記録媒体に対する読
み取り及び／又は書き込みのための装置、などが接続される。実施形態の処理内容が記述
されたプログラムがＣＤやＤＶＤ等の記録媒体を経由して、又はネットワーク経由で、ハ
ードディスクドライブ６８等の固定記憶装置に保存され、コンピュータにインストールさ
れる。固定記憶装置に記憶されたプログラムがメモリに読み出されＣＰＵ６０により実行
されることにより、実施形態の処理が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】実施形態のシステム構成の例を示す図である。
【図２】記事データの例を示す図である。
【図３】レイアウトデータの例を示す図である。
【図４】差替処理部の処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図５】ページにおける再配置可能領域を説明するための図である。
【図６】ページ紙面の各部分領域の優先順位を説明するための図である。
【図７】変形例のシステム構成の例を示す図である。
【図８】コンピュータのハードウエア構成の例を示す図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　本社システム、２０　支社システム、２２　紙面情報受信部、２４　基本紙面情
報記憶部、５０　基本記事データ、５２　レイアウトデータ。
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